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司  会       中澤 信敏君 
開会点鐘       西澤 文登君 
斉  唱     「六文銭 RCの歌」 
ゲスト 
 RI2600地区東信第二グループ 
 
 
 
 
 
 
 ガバナー補佐   関  啓治様 
 ガバナー補佐幹事 滝沢 秀一様 
委員会報告 
 ・プログラム委員長 中沢利樹男君 
  9-11月度プログラムについて  
プログラム   
 ・ガバナー補佐様をお迎えして 
 RI2600地区東信第二グループ 
 ガバナー補佐 関 啓治様ご挨拶    

 
 
 “the truth”が意味すること    

 西澤文登君 
 今日はガバナー補佐様に事前訪問をいた
だきました。足元の悪い中、関ガバナー補佐
様、滝沢補佐幹事様、お越しいただきありが
とうございます。後ほどご指導いただきま

す。よろしくお願いいたします。 
 パラリンピックが終わり
ました。私は、車椅子バスケ
ットボールは知っていたの
ですが、車椅子ラグビーとい
う競技は初めて知りました。
車椅子が激突したり、ひっくり返ったり、す
ごい迫力でびっくりしました。ニュースで
知ったのですが、これらの車椅子競技の練
習場がなかなか無いのだそうですね。車椅
子で床が汚れたり、傷になったりするとい
う恐れから断りを受けることが多いのだそ
うです。ところが、そんな中で積極的に引き
受けている自治体があるということです。
具体的な名前は忘れましたが、東京の一つ
の区です。うれしいじゃないですか。今年の
私達のクラブテーマ「共に生きる！」にぴっ
たりあてはまる明るい話題でした。 
 齢のせいかこのごろ私は寝るのが早くな
りまして、情けないことに夜 9 時ごろには
眠くてたまりません。寝るのが早いと目が
覚めるのも早くなることは必然のことです。
早いと 3 時ごろ目が覚めてしまいます。そ
のまま眠ってしまうこともありますが、起
きだして本を読んだり、録画してもらった
VTR を観たりすることが多くなりました。
この会報の原稿もそんな時に書くようにし
ています。つい先日も 3 時に目が覚めて、
何気なく取り上げた雑誌がたまたま「ロー
タリーの友」でした。横沢広報委員長に紹介
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していただいた記事を思い出しながらペー
ジをめくっていたのですが、「奥深い四つの
テスト」という記事に目が止まりました。 
横浜港北 RC の桑原薫さんという方の記

事です。桑原さんは四つのテスト（The 
Four-Way Test）の原文から解説してくれ
ています。日本語ではおなじみですが、英語
の原文をつぶさに読んだことがありません
でしたので、大変興味深く読みました。その
中で、「真実かどうか？」の原文が「Is it the 
TRUTH?」であることを恥ずかしいことに
初めて知りました。truthは真実、真理、誠
実などの意味を持ちますが、the truthとな
ると慣用句になって「ありのまま」という意
味になるのだそうです。従って「Is it the 
TRUTH？」は「それはありのままですか？」、
「それが実体をありのままに伝えていると
いえますか？」などの意味になるというの
です。これは他の対象物や事象だけではな
く自分自身に置き換えてみると大変深い意
味になると思いました。自分がありのまま
の姿でいることは口で言うのはたやすいけ
れど本当は大変難しいことだと思います。 
四つのテストはあらためてすごく深い教

えであり、ロータリーの友は素晴らしい雑
誌だと再認識いたしました。  

松澤 一志君 
1.米山奨学会より 
 ・ハイライトよねやま 198号 
2.地区事務所より 
 ・コーディネーターニュース 10月号 
3. AMUより 
 ・人権を考える市民のつどい・講演会のお

知らせ 
4.8/30ゲストスピーカー荒川玲子様より 
 ・お礼のＦＡＸ 
5. 理事会より 
 ・9/13理事会議事録 
全会員配布物 
1. 当クラブ会報 第 907号 
2.9-11月度プログラム 
3.オーケストラコンサートチラシ 

生川 秀樹君 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日 22 6 - 72.73％ 
前々回 22 7 4 86.36% 

会員一同  ガバナー補佐関様、補佐幹事
滝沢様、今日はようこそ六文
銭 RC へお越しくださいまし
た。よろしくお願いいたしま
す。 

肥田野秀知君 飯島 俊勝君 

笠原 一洋君 柄澤  堯君 

松澤 一志君 宮原 宏一君 

宮澤 広一君 水野 泰雄君 

中澤 信敏君 中沢利樹男君 

西澤 尚夫君 西澤 文登君 

生川 秀樹君 斉藤惠理子君 

山崎 芳雄君 横沢  正君 

 
 
ガバナー補佐をお迎えして 
RI2600地区東信第二グループ  
             関 啓治様 
 
 
 
 
 
 
 
ガバナー補佐制度について 

ガバナー補佐制度は、以前、分区代理と
いわれておりました。1991年（H３）国
際ロータリーRI はこれからのロータリー
はどう発展させるか、国際ロータリーRI
戦略計画を作成し、ガバナーの意思を伝
え、クラブとの仲介をスムーズにする役
目として“ガバナー補佐”という制度に改
めました。 
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ガバナー補佐の最大の任務は、ガバナ
ーの公式訪問に先だちまして、事業調査
の報告に基づく、当該クラブの実情等を
お聞きするためにお伺いいたしました。 
その結果をガバナーに報告する事になって

おりますのでよろしくお願いいたします。 
ガバナー公式訪問 

申すまでもなく、ガバナーの公式訪問
とは、ロータリーの手続き要覧に定めら
れており、年度中に地区内、各クラブを一
度訪問する事になっております。 
年間 50数回の例会の中で、ガバナー訪

問の日はハイライトの日であり、会員の
皆様にとっては、最大のロータリー情報
を得る機会の日でもあります。 
ガバナーのお話に耳をそばだてて、刮

目してガバナーのお話しを聞いていただ
きたいと思います。 
当日ガバナーから頂く卓話は、最も新

鮮で、権威ある生きた情報です。 
 RI会長の紹介 

ジョンＦ．ジャーム氏（クラブ計画書の
巻頭に RI会長の紹介があります。ご一読
下さい。） 

1976年、米国テネシー州チャタヌガー
RC入会、職業分類･･･エンジニア コンサ
ルタント、RI 役員「２億ドルのチャレン
ジ」委員長、ポリオ撲滅のための基金に携
わる。 

RI 理事、副会長、ロータリー財団管理
委員、副管理委員長、RI 会長エイド等を
歴任、RI会長（2016～17）として現在に
至る。 

RI会長のテーマ  
″人類に奉仕するロータリー″を提唱し

ました。このテーマを設定するにあたっ
て、私見ではありますが―この標語の下
敷きとなっている事は、100年前、1917
年アトランタで年次大会が開催された折、
時の RI会長であった、アーチ・クランフ
氏は「ロータリーの基金を作り、全世界的
規模で何か良い事をしよう」と提案され、
財団の前身となる基金を提唱した。これ
を受けて、ジョンＦ．ジャーム会長はこの

財団誕生の経緯に感動して、この標語を
提唱したと聞いております。まさに
「Basic＆New」です。 

今年度の RI会長の重点目標は 
 １）ポリオの撲滅･･･RI会長の父上がポリ

オの罹患者 
 ２）会員の維持・増強 
 ３）財団 100周年記念の目標達成 
原 拓男 ガバナーの紹介 
“ロータリーを楽しみましょう” 
昭和 20 年（1945 年）１月 21 日、佐久
市で生まれる。 
趣味 ゴルフ・音楽鑑賞・歌・お酒 
経歴 １．バスケットボール一筋 

２．日本バスケット協会 理事 
３．日本バスケットボール女子強

化 部長 
４．アテネ五輪 出場（女子） 
５．佐久 RC入会（H16）、 

同会長（H26） 
     ガバナーエレクト（H27） 
テーマ 「Basic＆New」 

  ― 原点に返り 新たな改革 ― 副題 
  Ｒ 原点 親睦と奉仕…ロータリーを

楽しみましょう 
  Ｒ 不易流行（肝心のものはかわらない

けど時代に応じて変化を取り入れる。 
行動方針…長所を認め合い 

絆を深めよう 
  同じ方向に歩む We Serveは I Serve

に通ずる“好意と友情を深める” 
ロータリーの目標（2600地区） 

  １．クラブのサポートと強化 
増強と退会防止 

  ２．人道的奉仕の重点化と増加ポリオ 
  ３．公共イメージと認知度の向上 

特に重視する施策 
① 親睦 - 好意と友情を深めるか（R
原点…ロータリーを楽しみましょ
う） 

② 増強- 2000人割れ、2600地区存
続の危機、社会奉仕できない、理屈
ではない、行動あるのみ、しつこく、
何度も何度もくどく、グループの
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純増 10 名、“義理＋人情＋押し＋
おどしが有効”望月 PG               

③ ポリオ撲滅 東京麹町 RC クラブ
の日本人ロータリアン２人（山田 
彝・峰 英二） 

ロータリー財団   
ガバナー「財団の充実を掲げている」 
 ロータリー財団の使命は、ロータリア
ンが人々の①「健康状態を改善し」②「教
育への支援を高め」③「貧困を救済する事」
を通じて“世界理解”、“親善”、“平和”を達
成できるようにすることであります。ロ
ータリー財団は財団支援者の方々からの
自発的な寄付のみによって支えられてお
ります。国際ロータリーRI とロータリー
財団は車の両輪といわれております。大
きさが等しくなければ空転してしまう。 

ロータリー財団の誕生 
1927年、アトランタにて第８回、国際

大会が開催され、当時の RI会長マーチ・
クランフ氏が“世界の良い事をする為”の
“基金”を作るのが極めて大切、この演説が
契機となり財団が設立された。20ドル 50
セントから始まった。 

ポリオ撲滅 
（ポリオ・はしか・ジフテリア・結核・百日
咳・破傷風）  
 人類に奉仕するロータリー 
 ロータリー財団の最も重要なプロジェ
クトで、RI 会長ジョンＦ．ジャーム氏の
最大のテーマがポリオ撲滅です。会長の
父上がポリオの罹患者だったとの事です。 
 1985年（S60）ポリオプラスが発足し
て始まったポリオ撲滅運動では、今や（ア
フガニスタン・パキスタン）ポリオ常在国
が２か国だけとなりました。人類悲願で
あるポリオ撲滅はロータリアン主導のも
と、まさに秒読みの段階に入っています。
あまり知られていない事ですが、ポリオ
撲滅には日本人ロータリアンが深くかか
わっております。東京麹町ロータリーク
ラブの山田 彜、峰 英二会員が中心と
なり 2580地区、2750地区、各クラブに
ポリオ撲滅運動を提唱、展開したのが始

まりです。 
 日本のロータリアンがポリオ撲滅運動
の開始に深くかかわった事はあまり知ら
れていない。“あと少し”多額の費用を必要、
累計投資額 12 億ドル、ワクチン投与等。 
最後に創立 20周年を迎えられた、六文

銭ロータリークラブの会員の皆様におか
れましては、西澤会長のご指導の下、クラ
ブテーマにございます様に「共に生き
る！」を合言葉に一層のご活躍を祈念申
し上げまして、措辞ではございますが、私
のご挨拶とさせていただきます。 

今後の予定についてのお知らせとお願い 
１） 地区大会 
  10月 15日（土）～16日（日） 

会場 軽井沢プリンスホテル 
２） IM／会員セミナー 

平成 29年 2月 12日（日） 
東信第一・東信第二グループ合同 
会場 上田高砂殿  

３） 国際大会 
  平成 29年６月 10日～14日 

米国、アトランタ 
４） 新春合同新年会（夜間） 
  平成 29年１月 16日（月） 
  会場 上田東急 REIホテル 
  ホスト 上田 RC 
５） 日本の RC100周年記念（2020年） 
６） ロータリーカード 

財団への協力の為のカード 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
例会後、13:45~3F『こまくさ』にて 
クラブアッセンブリーが行われました。 
 協議内容 
・会長方針ならびに各委員会からの事業
計画の説明 

・関ガバナ
ー補佐よ
り  ご指
導、ご講評 

・質疑、応答 
 


